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（
商
標
法
の
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
商
標
法
（
以

下
「
新
商
標
法
」
と
い
う
。）第
十
六
条
の
二
第
三
項
、

商
標
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新

意
匠
法
第
十
七
条
の
三
第
一
項
及
び
新
商
標
法
第
四
十

五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
後

に
商
標
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
却
下

の
決
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
補
正
却
下
決
定
」

と
い
う
。）の
謄
本
が
送
達
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用

し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
補
正
却
下
決
定
の
謄

本
の
送
達
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

２

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前

に
既
に
納
付
し
た
登
録
料
若
し
く
は
個
別
手
数
料
又
は

同
日
前
に
納
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
登
録
料
（
第
四
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
商
標
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一

項
前
段
及
び
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
当
該
登
録
料

を
分
割
し
て
納
付
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
個
別

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
新
商
標
法
第
四
十
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
後
段
及
び
第
二

項
後
段
、
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
第
六
十
八
条
の
三
十
第
一
項
各
号
及
び
第
五
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
商
標
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
の
日
以
後
に
謄
本
が
送
達
さ
れ
る
拒
絶
を
す

べ
き
旨
の
査
定
に
対
す
る
商
標
法
第
四
十
四
条
第
一
項

の
審
判
の
請
求
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
日
前
に
謄
本
の
送
達
が
あ
っ
た
拒
絶
を
す
べ
き
旨
の

査
定
に
対
す
る
同
項
の
審
判
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、

政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
七
条

政
府
は
、
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
特
許

法
第
百
七
条
第
一
項
並
び
に
新
商
標
法
第
四
十
条
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二

項
、
第
六
十
五
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

六
十
八
条
の
三
十
第
一
項
各
号
及
び
第
五
項
の
規
定
の

施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
昭
和
六
十
二
年
改
正
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六

十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
二
年
改

正
法
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
三
項
の
表
下
欄
中
「
千
七
百
円
」
を

「
千
五
百
円
」
に
、「
千
百
円
」
を
「
千
円
」
に
、「
五
千

四
百
円
」
を
「
四
千
八
百
円
」
に
、「
三
千
三
百
円
」
を

「
二
千
九
百
円
」
に
、「
一
万
六
千
二
百
円
」
を
「
一
万

四
千
三
百
円
」
に
、「
一
万
円
」
を
「
八
千
八
百
円
」に
、

「
五
万
四
千
円
」
を
「
四
万
七
千
五
百
円
」
に
、「
三
万

三
千
六
百
円
」
を
「
二
万
九
千
六
百
円
」
に
改
め
る
。

（
昭
和
六
十
二
年
改
正
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
九
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
前
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
昭
和
六
十
二
年

改
正
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許

法
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
納
付
し
た
特

許
料
又
は
同
日
前
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き

で
あ
っ
た
特
許
料
（
同
日
前
に
特
許
法
第
百
九
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）に

つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
昭
和
六
十

二
年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
新
特
許
法
第
百
七
条
第
一
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
平
成
十
五
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
昭
和
六
十
二

年
改
正
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
四
十
七
号
。
以
下「
平
成
十
五
年
改
正
法
」

と
い
う
。）附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
五
年
改
正

法
附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
昭
和
六
十
二

年
改
正
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
表
下
欄
中
「
八
千
五

百
円
」
を
「
七
千
五
百
円
」
に
、「
五
千
六
百
円
」を「
四

千
九
百
円
」
に
、「
一
万
三
千
五
百
円
」
を
「
一
万
千
九

百
円
」
に
、「
八
千
四
百
円
」
を「
七
千
四
百
円
」に
、「
二

万
七
千
円
」
を
「
二
万
三
千
八
百
円
」
に
、「
一
万
六
千

八
百
円
」
を
「
一
万
四
千
八
百
円
」に
、「
五
万
四
千
円
」

を
「
四
万
七
千
五
百
円
」
に
、「
三
万
三
千
六
百
円
」
を

「
二
万
九
千
六
百
円
」
に
改
め
る
。

（
平
成
十
五
年
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
昭
和
六
十
二

年
改
正
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
前
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
平
成
十
五
年

改
正
法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
五
年
改
正
法

附
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
昭
和
六
十
二
年

改
正
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
次
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
平
成
十

五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
五
年
改
正

法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法（
以
下「
平

成
十
五
年
旧
特
許
法
」
と
い
う
。）第
百
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
既
に
納
付
し
た
特
許
料
又
は
同
日
前
に
同

項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
特
許
料
（
同

日
前
に
特
許
法
第
百
九
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
五
年
改
正
法
附
則
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
た
平
成
十
五
年
改
正
法
附
則
第
十
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
昭
和
六
十
二
年
改
正
法
附
則
第
三
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
次
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
五
年
改
正
法
附
則
第

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
五
年
旧
特
許
法
第
百
七
条
第
一

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
平
成
十
五
年
旧
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

平
成
十
五
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

平
成
十
五
年
旧
特
許
法
第
百
七
条
第
一
項
の
表
下
欄
中

「
一
万
三
千
円
」
を
「
一
万
千
四
百
円
」に
、「
千
百
円
」

を
「
千
円
」
に
、「
二
万
三
百
円
」
を
「
一
万
七
千
九
百

円
」
に
、「
千
六
百
円
」
を
「
千
四
百
円
」
に
、「
四
万
六

百
円
」
を
「
三
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
三
千
二
百
円
」

を
「
二
千
八
百
円
」
に
、「
八
万
千
二
百
円
」
を
「
七
万

千
六
百
円
」
に
、「
六
千
四
百
円
」
を
「
五
千
六
百
円
」

に
改
め
る
。

（
平
成
十
五
年
旧
特
許
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

第
十
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
前
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
平
成
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
五
年
旧
特
許
法

第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
納
付
し
た
特
許

料
又
は
同
日
前
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
で

あ
っ
た
特
許
料
（
同
日
前
に
特
許
法
第
百
九
条
の
規
定

に
よ
り
そ
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）に
つ

い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
五
年

改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
平
成
十
五
年
旧
特
許
法

第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
十
三
号
_

中
「
又
は
通
常
実
施
権
の
設

定
又
は
保
存
の
登
録
」
を「（
仮
専
用
実
施
権
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
通
常
実
施
権
（
仮

通
常
実
施
権
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
設
定
又
は
保
存
の
登
録
（
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録

し
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
つ
い
て
特
許

権
の
設
定
の
登
録
が
あ
つ
た
こ
と
に
伴
い
当
該
仮
専
用

実
施
権
又
は
登
録
し
た
仮
通
常
実
施
権
の
設
定
行
為
で

定
め
た
範
囲
内
に
お
い
て
受
け
る
も
の
を
除
く
。）」
に

改
め
る
。

財
務
大
臣

額
賀
M
志
郎

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
及
び
国
際
協
定
の

締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
年
四
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

法
律
第
十
七
号

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
及
び
国
際
協

定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
第
三
項
中
「
平
成
二
十
年
五
月
十
六
日
」を「
平

成
二
十
五
年
五
月
十
六
日
」
に
改
め
る
。

（
国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す
る

臨
時
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関

す
る
臨
時
措
置
法（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
」を「
平

成
二
十
五
年
六
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
平
成
二
十
年
五

月
十
六
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日
」
に
改

め
る
。

一

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

四
号
）
附
則
第
二
項
の
表
及
び
第
四
項

二

自
衛
隊
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）

附
則
第
六
項

三

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十

七
号
）
附
則
第
二
項

財
務
大
臣

額
賀
M
志
郎

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

国
土
交
通
大
臣

冬
柴

鐵
三

防
衛
大
臣

石
破

茂

内
閣
総
理
大
臣

福
田

康
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

Ÿ
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